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1 はじめに
本研究は、主に専門用語を中心として用語間関係の構造

化を行ない、それを基盤の知識として推論などを行なうこと
によって、人間の研究開発における思考を支援するシステム
の構築を目指している。この用語に基づく知識体系を構築す
るために、さまざまな用語間の意味関係の抽出を行なう。
この意味関係の抽出のために、まず特定の意味関係を表

現する特定の表現パターンを、対象となる媒体及び分野から
調査した。本研究では、この調査の段階において、既存の意
味関係の知識を利用して、意味関係の表現を調査した。

2 意味関係の抽出
専門分野の文献には、さまざまな意味関係が記述されてい

るため、ここから意味関係を抽出できる可能性がある。その
方法として、例えば特定の意味関係を表現する特定の表現に
注目し、それを利用して抽出する方法が挙げられ、我々もそ
れを行なった [1][2]。[2]の研究では、光学材料ハンドブック
を利用して、非線形光学材料情報の意味関係の抽出を行なっ
ている。この中で、括弧を使った同値関係の表現や、「Aに
は Bがある」「A として B がある」などの上下関係（階層
関係）の表現に注目し、抽出を行なっている。これらの方法
では、特定の意味関係を表す表現パターンを探し出す作業が
重要と考えられる。
特定の専門分野では、用語の意味関係が既に明確に定義さ

れている。このような既存の意味関係は、特定の意味関係を
表す特定の表現を探すために有効と考えられる。そこで、本
研究ではビタミンやアミノ酸における既存の意味関係を使っ
て、特許文献を対象として意味関係を示す表現のパターンを
調査した。

3 特許文献の特徴
特許文献を知識の抽出対象と考えた場合、以下の点が特

徴として挙げられる。

• 自然科学を利用した知識
• 産業などに応用された知識
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• 実現可能な知識
そのため、特許文献から得られた知識は産業などに応用

可能な思考支援システムに役立つと考えられる。
また、特許文献を利用する利点は、文献から得られた知識

に以下の書誌情報から次の情報が付与される点である。

• 出願日 → 新しさ
• 出願人（発明者） → 誰の考案か
• 国際特許分類 (IPC) → 適用される分野

4 実験
研究利用可能かつ機械可読な特許文献に、2002年NTCIR

ワークショップの NTCIR-3[3]にて配布された特許コーパス
がある。この中から、1998年度版の Japio出願抄録 (日本語)
の約 34万件を使用した。これから、特許の分類コード IPC：
A61K「医薬用，歯科用又は化粧用製剤」を用いて 5205件
を取り出し、これを対象テキストとした。以下、この対象テ
キストを対象に実験を行なった。

4.1 同値関係

同値関係では、例えばビタミンを例にすると、ビタミン
Ｃとアスコルビン酸、ビタミンＥとトコフェロールはそれぞ
れ同じ意味とされている [4]。この同値の両方の用語が使わ
れているテキストを対象テキストから検索した。その結果、
例えば以下の表現があった。

• 好ましくはビタミンＣ（アスコルビン酸）である～
同値関係にある用語を A と A’ とした場合、この表現は

「A(A’)」と表すことができる。この表現パターンを使った
他の同値関係の用語を調査した。以下、その結果を示す。ど
れも、Aと A’は同値関係にある。

• 特にメチシリン耐性ブドウ球菌（ＭＲＳＡ）、～
• ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）の細胞への感染を～
• ～またはドコサヘキサエン酸（ＤＨＡ）である。

4.2 階層関係

典型的なアミノ酸として、アラニン、アルギニン、アスパ
ラギン、…、バリン、チロジンの 24種類がある [4]。この場
合、アミノ酸を親とし、アラニン等を子とする階層関係があ
る。「アミノ酸」とアラニン等、個々のアミノ酸の両方の用
語が用いられているテキストを対象テキストから検索した。
以下、その結果を示す。
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1. アミノ酸 としては Ｌ－プロリン，Ｌ－イソロイシン，
Ｌ－ロイシン，Ｌ－アラニン，Ｌ－スレオニン，
Ｌ－リジンが好ましく、～

2. グリシン、Ｌ－アラニン、Ｌ－バリン、
Ｄ－イソロイシン、Ｄ，Ｌ－リジン 等の アミノ酸、
及び～

3. 必要に応じてアミノ酸（グリシン等）とを配合し、～

これらの表現の中で、我々は 3.の括弧を使った表現パター
ンに注目した。この表現パターンを使った他の階層関係の用
語を調査した。以下、その結果を示す。

• この薬剤は、内服剤（カプセル、錠剤等）、外用剤（軟膏
等）の形態で、～

• 例えば有機溶媒（メタノ－ル等）または～
• 油性食品（バタ－、マ－ガリン等）中に～

4.3 物質とその作用の関係

ビタミンにはいくつかの作用がある。このような物質と
その作用の関係を調べるため、「ビタミン」と「作用」で検
索し、この関係の表現を調査した。その結果、例えば以下の
表現があった。

• 免疫調節作用 を有する 活性型ビタミンＤ誘導体 の合
成中間体等してし有用な、～

これは、物質を A、その作用をαとした場合、「αを有す
る A」と表せる。この表現を使った他の物質とその作用の関
係について調査した。以下にその結果を示す。

• 又、脱臭作用 を有する ヤマブシタケ抽出物 を得るた
めの抽出溶媒としては～

• 線維芽細胞増殖促進作用 を有する ア－モンド 等の植
物抽出物を～

• ～ と 特 定 の ＵＶ－Ｂフイルタ－作用 を 有 す る
トリアゾ－ル化合物とを特定の割合で～

5 考察
今回の実験では、同値関係や階層関係を記述する括弧の

表現に注目した。しかし、括弧には想定とは異なる使われ方
が確認された。以下にその例を示す。

• 化学式の説明：式（Ｒ↑１，Ｒ↑２は独立的にＨ，Ｃ
↓１↓～↓８アルキル、アリ－ル、アルケニル等；ｎ
は２～４）で表される～

• 補足：セリン（誘導体）、ニコチニルアルコ－ル（塩）
• 単位：（モル）、（重量）
• 箇条書き：（1）～（2）～（3）～

こうした表現に対応するためには、辞書などを利用し、括
弧の中の用語が辞書に登録されている用語であるか確認する
などして対処することが考えられる。
物質とその作用の関係を表す「αを有する A」の表現は、

さまざまな関係が記述される。そのため、例えば、αには語
尾が「～作用、～効果」の用語だけを限定し、Aには辞書に
登録された用語から選択されるようにするなどの工夫が考え
られる。

6 他の分野について
今回の実験で得られた特定の意味関係を表す表現につい

て、他の分野にも同様に使用されているかを調べた。繊維工
学の分野（IPCコード D06M：繊維の物理的、化学的、そ
の他の処理方法）を対象に調査を行なったのでその結果を以
下に示す。

• 同値関係：～を布帛３上に積層（ラミネート）させて
形成しており、～

• 階層関係：～マルチフィラメント糸を 溶解処理
（アルカリ減量等）することにより得られる。

• 作用の関係：光触媒作用を有する酸化チタンを繊維に
特定量含有せしめることにより、～

このように、他の分野でも同様の表現が存在し、それで意
味関係を表現していることが分かった。

7 まとめ
今回の研究では、意味関係を抽出する前に必要となる有効

な表現パターンの調査を、既存の知識を利用して行なった。
今後は、この結果に基づいて意味関係を抽出し、別の方法で
求めた因果関係 [5]との統合を図る。そして、統合された知
識に基づく推論により、思考が支援されるシステムの開発を
目指す。
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